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±Jモデルで もATラインの様な磁場中臨界曲線が引けるかどうかは,大変興味深いこ

とであるが, 今回,有限温度,磁場中で有効場分布関数を計算 し, 磁化曲線 などの物理量

を得たので報告する. また,分布関数の形状 による分類を試みた.

磁化曲線 は, 低温に幾 つ もの段差がみられ, 有効場分布関数の磁場中での複雑な構造を

反映 していることが解 った.すなわち, 低温で分布関数 は連続分布 に幾つ もの∂一関数的 ピ

ークが重なった構造を しており,外場がその∂-関数 ピークのある有効場の大きさを越える

たびにそれまで有効場の方向を向いていたスピンか外場 に負けてその方向をむ くことによ

り磁化が不連続的に増加す るのである. いちばん大 きな段差はHe/J=2.0の所にあ り.

有限温度では, 温度の増加 につれて均 されて くる. この段差はkBT/J=1.0では見 えな

くなっている. 1),2)
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有効場の分布関数 は, 磁場をかけると

たちまち複雑な様相を呈 して くる. He/

∫ <2.0の所では低温で連続分布部分 にさ

ざなみのように小さな ピークが幾つ も見

られ,2.0<He/J<4.0では6-関数的

ピークがた くさんある複雑な構造を して

いる. He/J>4.0あた りでは, あとい

くら磁場 を大 き くして も6関数 ピークが

5本の解が得 られる.2.0<He/ Jでは,

殆 ど高温で も変わらない様子だが, He/

J<2.0でのさざなみ分布 は, 温度が増加

す るにつれて滑 らかに均 されて行 く. He

/J=2.0ではどの温度で もだいたい同

じ比較的 ブロー ドな ど-クが 5本見 られ
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(第 2図)点線 に沿 って計算 した もの.

た. これは有効場を外場が助けるような

変化をしてお り, フラス トレーシ ョンしているスピンがふ らふ らす るのを外場が抑 えるた

め有効場が Jの整数倍 (ポンドの和)の ピークをつ くろうとす るものと思われる.外場を

かけてい くとピークが高 くなり連続部分が減 ることか ら, ピーク成分 に対 して,外場の増

大 と温度 の降下 とは, 同 じ様な影響を及ぼ し,連続部分 に対 しては逆の作用を及ぼ すこと

が解 った. 前回のエントロピー等の考察か ら, SGにとって有効場分布関数の連続部分が

本質であることが解 っているので, 磁場はSG相を壊す作用を持つことが解 る.実際OK

ではHe/J=1.75辺 りか ら連続分布が現われな くな り, それまで多数の解を持 っていたの

が単一の解 に収束す るような臨界磁場があることが解 った.残念なが ら有限温度では温度

揺 らぎのための ピークの裾 にじゃまされてそのような塩界点を決 めることができないが.

有限温度磁場中で もなん らかの変化があるだろう.
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